
AI副専攻(AI活用エキスパートコース)
AIやデータサイエンスを利活用する人材を育てるコースの応用

基礎レベル申請に向けての経験談

2026年3月10日(火) 17:00-19:00
武蔵野大学

スマートインテリジェンスセンター

林 浩一 (教授/センター長/コース長)

中村 太戯留 (准教授)

八幡 健司 (課長)

認定の有効期限：
令和11年3月31日まで

認定の有効期限：
令和11年3月31日まで
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目次（AI副専攻を応用基礎へ）

￭ご挨拶（2分、by 林 浩一 教授/AI副専攻のコース長より)

￭教員の立場で推進したこと（7分、by 中村 太戯留 准教授）
- AI副専攻の概要
- AI副専攻を応用基礎に申請するために実施したこと
- 受講生を増やす努力／離脱者を減らす努力

￭事務の立場で推進したこと（5分、by 八幡 健司 課長）
- 大学内の体制づくりの工夫（スケジュール・組織体制）
- 情報発信での工夫（大学HP・プレスリリース）

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000236.000067788.html

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000236.000067788.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000236.000067788.html
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000236.000067788.html
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中村 太戯留(なかむら たぎる)
MUSIC所属、データサイエンス活用、
データサイエンス基礎、人工知能基礎 他

宮田 真宏(みやた まさひろ)
MUSIC所属、人工知能技術と社会
情報技法発展A,C、サービスデザイン、他

田丸 恵理子(たまる えりこ)
MUSIC所属、情報技法、サービスデ
ザイン 他

AI副専攻教員

中山 義人(なかやま よしひと)
NTTD-IM現役社長、メディアリテラシー、
サービスデザイン 他

糸田 孝太(いとだ こうた)
MUSIC所属、プログラミング、機械学習
活用、メディアデザイン 他

ご挨拶（AI副専攻の支援体制）

林 浩一（はやし こういち）
MUSICセンター長、情報技法、
人工知能技術と社会 他

•元ITコンサルティング会社社長
書籍・記事執筆多数

AI副専攻コース長

+ 学外の先生方
他大学の先生、企業の研究者
会社の経営者、コンサルタント・・・

+ SA (副専攻先輩方)

鈴木 大助(すずき だいすけ)
MUSIC所属、メディアデザイン、データ
サイエンス活用、機械学習活用 他

有馬 宏和(ありま ひろかず)
MUSIC所属、メディアデザイン、機械
学習活用 他

武蔵野 友視(むさしの ともみ)
某大学 経営学科2年生
AI先輩 トモちゃん (教員じゃないよ)
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教育系メディアに見る武蔵野大のAIの取り組み①

https://www.jpss.jp/ja/news/2871/

https://www.jpss.jp/ja/news/2871/
https://www.jpss.jp/ja/news/2871/
https://www.jpss.jp/ja/news/2871/
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教育系メディアに見る武蔵野大のAIの取り組み②

https://ict-enews.net/2025/10/15musashino-u-4/

次期バージョン

https://ict-enews.net/2025/10/15musashino-u-4/
https://ict-enews.net/2025/10/15musashino-u-4/
https://ict-enews.net/2025/10/15musashino-u-4/
https://ict-enews.net/2025/10/15musashino-u-4/
https://ict-enews.net/2025/10/15musashino-u-4/
https://ict-enews.net/2025/10/15musashino-u-4/
https://ict-enews.net/2025/10/15musashino-u-4/
https://ict-enews.net/2025/10/15musashino-u-4/
https://ict-enews.net/2025/10/15musashino-u-4/
https://ict-enews.net/2025/10/15musashino-u-4/
https://ict-enews.net/2025/10/15musashino-u-4/
https://ict-enews.net/2025/10/15musashino-u-4/
https://ict-enews.net/2025/10/15musashino-u-4/
https://ict-enews.net/2025/10/15musashino-u-4/


教員の立場で推進したこと
（7分、by 中村 太戯留 准教授）

AI副専攻の概要
AI副専攻を応用基礎に申請するために実施したこと

受講生を増やす努力／離脱者を減らす努力



Copyright © Musashino University Smart Intelligence Center, All Rights Reserved. 7

武蔵野大学のキャンパス

武蔵野キャンパス 有明キャンパス

https://www.musashino-u.ac.jp/access.html

https://www.musashino-u.ac.jp/access.html
https://www.musashino-u.ac.jp/access.html
https://www.musashino-u.ac.jp/access.html


Copyright © Musashino University Smart Intelligence Center, All Rights Reserved. 8

武蔵野大学の学部・学科
https://www.musashino-u.ac.jp/academics/

https://www.musashino-u.ac.jp/academics/
https://www.musashino-u.ac.jp/academics/
https://www.musashino-u.ac.jp/academics/
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AIエキスパート ≠ AI活用エキスパート

楽器を作るエキスパート
(データサイエンス学部/国際データサイエンス学部)

楽器を演奏するエキスパート
(AI副専攻)

(AI副専攻)(データサイエンス学部/国際データサイエンス学部)
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AI副専攻の概要（掛け算のチカラ）
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超武蔵野大生のAさん：データ分析を得意とする

￭ Profile
- 武蔵野大学文学部卒業 女性 25歳
- 新規事業開発部に配属。上司とともに新規事業の企画に参画

￭仕事の内容
- 上司のリードの下、事業企画の計画立案をしている
- AI副専攻で学んだデータ分析とAIツールによる動向予測を使
い社長向けプレゼンのための基礎資料を作成している

￭ AI活用の価値観
- AIは自分のスキルの増幅ツール
- 膨大なデータから意味のある情報を汲み上げられるのは業務
知識を持ってAIツールを使いこなせる自分だけ

アパレル会社で新規事業を企画するビジネスプランナー
（イメージを伝えるためのペルソナであり実在の人物ではない）
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超武蔵野大生のBさん：AIツールを独自に使いこなす

￭ Profile
- 武蔵野大学法学部卒業 女性 27歳
- HR人材開発部に配属。人材採用と社内人材配置を担う

￭ 仕事の内容
- 技術部門向けのスタッフ選定を任されており、AIツールを活用
して、社員スキルマッチングを行っている

- 技術範囲が広くすべてを理解できないところをAIでカバー
- AIツールが挙げてくる候補に面談をして適性を判断して関連部
門長に提案している

￭ AI活用の価値観
- AIは仕事のパートナー
- 自分にできないことをAIに、AIにできないことを自分がするこ
とで最大の成果が出せているのは自分だけ

大手ネット通販会社で人材のマッチングを行うHRエキスパート
（イメージを伝えるためのペルソナであり実在の人物ではない）
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超武蔵野大生のCさん：AIの仕組みまで理解している

￭ Profile
- 武蔵野大学経済学部卒業 男性 30歳
- AI活用の知識を見込まれてDX推進部に配属
- 顧客対応をAI化するための総額8億円のサービス開発を担当

￭ 仕事の内容
- サービスの実現はAI技術の得意な開発会社の技術者が行う
- 社内外の数十名からなる開発チームのリーダー
- 社内のユーザ部門である営業部門とAI技術者との橋渡しして
サービスの仕様を明確化している

￭ AI活用の価値観
- AIは大きな仕事のためのプラットフォーム
- プログラミングの知識をベースに開発の専門家と話ができ、高
付加価値のサービスを実現できるのは自分だけ

食品会社のDXを牽引するプロジェクトマネージャー
（イメージを伝えるためのペルソナであり実在の人物ではない）
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AI副専攻の科目構成（レベルごとのデジタルバッジや正式の修了証あり）

(略称: AI基礎)

(略称: DS基礎)
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キーワードと授業シラバスとの対応づけ
AI副専攻を応用基礎に申請するために実施したこと（資料は申請当時のもの）



Copyright © Musashino University Smart Intelligence Center, All Rights Reserved. 16

授業シラバスをもとにアウトプット型の授業の準備
AI副専攻を応用基礎に申請するために実施したこと（資料は2026年度のAI基礎の改定版）
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アウトプット型の学修
↓↓モデルカリキュラムの生成AI強化に対応（2026年度のAI基礎の例）

Learning by Doing
(John Dewey)
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利用者を明確に設定させる（AI基礎の例）

授業計画 ※２回分（200分）×７週

• 【第１週】 キャンパスネットワーク（AI活用の基盤）

• 【第２週】 コンピュータ（AI活用の基盤）

• 【第３週】 AI活用：自然言語の認識

• 【第４週】 AI活用：画像や音声の認識

• 【第５週】 ミニプロジェクト（企画編）

• 【第６週】 ミニプロジェクト（準備編）

• 【第７週】 ミニプロジェクト（発表編）

利用者を具体的に設定

利用場面を具体的に想定

その人がその場面で
役立つツールを提案！

ミニプロジェクトのミッション
私たちのキャンパスライフを便利にするためのAIツールを作成せよ！
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受講生を増やす努力／離脱者を減らす努力

• 各学科とAI副専攻の連携
• 各学科の新入生ガイダンス（４月）

• AI副専攻の紹介と履修方法の説明
• 修了生から新入生へのビデオメッセージ

• 各学科の履修状況の懇談（１０月）
• 修了生の発表会の様子の共有
• 離脱者の確認と次年度の対策の検討

• 各学科の進級状況の懇談（２月）
• 進級者・離脱者の確認と対策の検討
• 新入生ガイダンスの打ち合わせ



事務の立場で推進したこと

（5分、by 八幡 健司 課長）

大学内の体制づくりの工夫（スケジュール・組織体制）
情報発信での工夫（大学HP・プレスリリース）
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大学内の体制づくりの工夫（スケジュール・組織体制）

￭計画的スケジュール構築
- シラバス記載内容の精査（申請の前々年）
- 学内組織体制の構築（申請の前年）

￭組織体制の構築
- 組織下にWGを設置し定例MTG開催

￭ MUSIC内にMDASH取得のWGを設置
￭ 毎週月曜日に30分の定例会開催（進捗管理）

- 複数部署への協力依頼
￭ 教員組織：MUSIC（研究機関）
￭ 事務組織：MUSIC事務課（主担当：全体）

：学務課（副担当：履修者）
：教務課（副担当：カリキュラム）

参考：会議資料(審議・決定)
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情報公開での工夫（大学HP・プレスリリース）
￭ 大学HPおよびプレスリリースで情報公開

- 情報掲載
￭ 大学HPで必要情報（カリキュラム等）掲載

- 情報発信
￭ プレスリリースにて内外に告知

大学HP(情報掲載)

プレスリリース(情報発信)
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以上、AI副専攻の経験談でした
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